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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月29日(2017.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）アニリン及びホルムアルデヒドを酸性触媒の存在下で反応させ、ジフェニルメタンシ
リーズのジ－及びポリアミンを含んでなる反応混合物を形成し、
ｂ）ジフェニルメタンシリーズのジ－及びポリアミンを含んでなる前記反応混合物を中和
し、
ｃ）ジフェニルメタンシリーズのジ－及びポリアミンを含んでなる前記中和された反応混
合物を、分離容器中で、ジフェニルメタンシリーズのジ－及びポリアミンを含んでなる有
機相（１）及び水相に分離し、
ｄ）ジフェニルメタンシリーズのジ－及びポリアミンを含んでなる前記有機相（１）を、
洗浄容器中で、洗浄液でさらに精製し、
ｅ）工程ｄ）で得た前記混合物から水性構成成分を除去し、ジフェニルメタンシリーズの
ジ－及びポリアミンを含んでなる有機相（２）を形成し、
ｆ）ジフェニルメタンシリーズのジ－及びポリアミンを含んでなる前記有機相（２）から
、蒸留により、水及びアニリンを除去する、
ジフェニルメタンシリーズのジ－及びポリアミンの製造方法であって、
　工程ｅ）で、前記水性構成成分を分離するために、工程ｄ）で得た前記混合物を、
ｅ．１）分離容器中で、水相および有機相（２ａ）に分離し、次いで
ｅ．２）工程ｅ．１）で得た前記有機相（２ａ）を、（ｉ）癒合繊維材料からなるろ床に
通し、かつ、（ｉｉ）次いで、水相および有機相（２）に分離する、
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方法。
【請求項２】
　癒合繊維材料の繊維直径が、１．０μｍ～１５０μｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　癒合繊維材料の前記繊維が水で濡れる材料から製造される、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項４】
　水で濡れる材料が、ガラス又は金属から選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　水で濡れる材料が、ステンレス鋼である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　癒合繊維材料からなるろ床の厚さが１．０ｍｍ～１００ｍｍである、請求項１～５のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　工程（ｅ．２（ｉ））が、温度範囲５０℃～１２０℃で行われる、請求項１～６のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の方法により製造されたジフェニルメタンシリーズ
のジ－及びポリアミンのホスゲン化による、ジフェニルメタンシリーズのジ－及びポリイ
ソシアネートの製造方法。
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